
5

老人保健の対象年齢が７５歳以上に変わります。
老人保健の対象年齢が７０歳以上から７５歳以上（一定の障害がある方は６５歳以上）に５年間で段階的に引き上

げられます。ただし、平成１４年９月３０日までに７０歳の誕生日を迎え、すでに老人保健の資格がある方（昭和７年
９月３０日以前に生まれた方）は、７５歳未満であっても引き続き老人保健で医療を受けます。
※昭和７年１０月１日以降に生まれた方は、７５歳になるまでは引き続き現在加入している医療保険で医療を受け、
７５歳になってから老人保健で医療を受けます。

老人保健制度の一部負担金が定率１割に、自己負担限度額が変わります。
老人保健での一部負担金は、外来、入院ともかかった費用の定率１割になります（一定以上所得者は２割）。
従来の外来の月額上限制および診療所における定額選択制は廃止されます。
また、医療費が高額になったときの自己負担限度額も変わります。１か月の自己負担が高額になった場合に

は、申請により認められると自己負担限度額を超えた分が高額医療費として、あとから支給されます。

老人保健の医療受給者証が新しくなります。
老人保健の医療受給者証が平成１４年１０月１日より新しくなります。病院の窓口で支払う自己負担（１割又は

２割）に応じた医療受給者証になります。以前のものは使えませんのでご注意ください。
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自己負担限度額�
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　１か月の外来の自己負担を個人単位で合算して外来の自己負担限度額を適用し、その後、入院の自己負担限�
度額を合算した後、世帯単位の限度額を適用します。同じ世帯内に老人保健で医療を受ける方が複数いる場合�
は合算できます。�
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